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萩ジオパーク構想での学校教育と連携した取り組み～ふるさと学習と地域資源の教材化
In cooperation with the school education in Hagi Geopark Plan efforts
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萩ジオパーク構想推進協議会においては、ジオパーク活動の３つの柱「保護・保全」、「教育」、「地域振
興」のうち、「教育」についての取り組みが先行している。平成２７年９月に発行された「萩市学校教育振興
基本計画」のなかには、萩ジオパーク構想と連携して、「自然や阿武火山群を含めた地質遺産に目を向け、そ
れらのめぐみを受けて今の生活があることを知り、次代にずっと受け継いでいかなければならないことを児童
生徒にしっかりと伝えていきます。」と明記されている。また、それを推進していくためには、「地域との連
携が不可欠」であり、市立の全小・中学校３６校を、学校運営協議会を設置した「コミュニティ・ス
クール」に指定し、「地域に開かれた学校づくり」に取り組んでいる。 「萩ジオパーク構想」のジオサイトの
一つ「笠山」を校区に持つ萩市立越ヶ浜小学校は、平成２７年度、コミュニティ・スクールに指定され、学校
運営目標に「ジオパーク」が明記されている。遠足等の学校行事の機会のほか、４年生の総合的な学習の時間
において、「笠山」について学び、パンフレットの制作、ガイド実演と取り組みを進めた。この取り組みにつ
いて、３つの目的を持って行った。１）学校および地域住民への「ジオパーク」の周知。２）子どもたちの郷
土愛の醸成、３）学校現場での「ジオパーク」活用法の例示。 また、子どもたちを指導する教員に対し、地域
の自然や阿武火山群を含めた地質遺産に目をむけてもらうために、市教育委員会が「萩ジオパーク構想推進プ
ロジェクト推進委員会」（萩ジオな教育推進委員会）を設け、推進協議会事務局もメンバーとして関わり、地
域資源の教材化を図った。最終目標を副読本の制作におき、まずは、学校ネットワークへの地域資源のデジタ
ル画像の提供や教員むけ地質遺産の現地見学会、委員会メンバーによる公開授業、資料集制作を進めている。
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